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議会のうごき
　議長報告
　こんなことが決まりました

一般質問
村のできごと

相良村世帯数【1,601世帯】人口／4,191人（男性1,983人）（女性2,208人） 令和３年 10月 31日現在
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あけび（四浦初神）あけび（四浦初神）
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　例年にない暑い日が続いていましたが、日増しに秋が
深まり朝晩は肌寒さを感じる季節となりました。
　新型コロナウイルス感染症は全国的に減少が続き、球
磨郡内でも感染者数の発生がない日が続き喜ばしい事で
すが、年末年始にかけ第６波の懸念も指摘されるなど、
まだまだ先行きは不透明です。引き続き対策に十分注意
をして頂きたいと思います。
　９月10日、さがら温泉茶湯里で十七組の金婚夫婦表彰
式が行われ、議会を代表して参加をさせていただきまし
た。五十年間、楽しい時も辛い時も共に過ごされ、その絆を深めてこられたものと思
います。今後とも、ご健康とご多幸を心から祈念申し上げます。
　10月８日、令和３年度相良村臨時議会において３件の農地復旧に関する議案が可決
されました。来年の作付けに間に合う入札が出来、無事に落札された事に感謝申し上
げます。今後も昨年の豪雨災害による入札が続きます。関係各位のご協力を得ながら
村民目線を基本に復旧復興に努めてまいります。

〔主な行事〕
８月３日　広報発行特別委員会
８月10日　 令和３年度相良村議会第５回臨

時会
８月10日　議会全員協議会
８月12日　８月定例郡議長会議
８月25日　 令和３年度町村議会正副議長研

修会
９月３日　議会運営委員会
９月３日　全員協議会
９月３日　９月定例郡議長会議
９月10日～ 17日　令和３年度相良村議会９月定例会
９月10日　第63回金婚夫婦表彰式
９月24日　町村長との意見交換会
９月30日　 球磨川水系流域治水プロジェクト及び熊本県復旧・復興プラン・推進に向けた説明会
10月６日　 令和３年度熊本県町村議会議員研修会
10月６日　議会全員協議会
10月８日　 令和３年度相良村議会第７回臨時会
10月８日　議会全員協議会
10月14日　10月定例郡議長会議

議
長
報
告相良村議会議長

黒木  正照

金婚式（９月10日）
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こんな事が決まりましたこんな事が決まりました
令和３年第５回相良村議会臨時会報告令和３年第５回相良村議会臨時会報告

強い農業・担い手づくり総合支援交付金等の強い農業・担い手づくり総合支援交付金等の
一般会計補正予算を可決一般会計補正予算を可決

　令和３年第５回相良村議会臨時会が８月10日に招集され、承認１件、令和３年度一般会計補正予算１件が
提案されました。慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

○承認案・・・原案承認
　承認第10号　専決第10号　熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第40号　令和３年度相良村一般会計補正予算（第６号）
　歳入歳出それぞれに7,920千円を追加し、総額48億6,724万1千円とする補正で、採決の結果、全員賛成で可
決しました。補正の主なものは下記のとおりとなりました。

歳入

款 補正前の額 補正額 計 説明

県 支 出 金 2億5,475万9千円 616万円 2億6,091万9千円 強い農業・担い手づくり総合支援交付金

繰 越 金 3,000万円 176万円 3,176万円 令和2年度繰越金

歳 入 合 計 48億5,932万1千円 792万円 48億6,724万1千円

歳出

款 補正前の額 補正額 計 説明

農林水産業費 4億1,436万7千円 792万円 4億2,228万7千円 強い農業・担い手づくり総合支援交付金

歳 出 合 計 48億5,932万1千円 792万円 48億6,724万1千円

※補正のあったものだけを掲載しているため、歳入歳出と合計の額は一致しません。

各議員の審議結果
件　　　　　　　名

川　

邊

坂　

田

永　

田

德　

田

中　

村

西　

本

髙　

岡

小　

善

市　

岡
結果

承認第10号 専決第10号　熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第40号 令和3年度相良村一般会計補正予算（第6号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。第5回臨時会

第５回臨時会第５回臨時会
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９月定例会９月定例会

令和３年第６回相良村議会定例会報告令和３年第６回相良村議会定例会報告
令和２年度一般会計及び特別会計の決算を認定令和２年度一般会計及び特別会計の決算を認定

　令和３年第６回相良村議会定例会が、９月10日から17日まで、８日間の会期で開催され、報告３件、令和
２年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、条例の一部改正５件、令和３年度一般会計及び特別
会計の補正予算４件、工事請負契約の変更及び締結３件、その他１件、諮問１件、発議５件が提案されました。
慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

○報告

　報告第３号　令和２年度株式会社さがら経営状況報告について
　報告第４号　健全化判断比率の報告について
　報告第５号　資金不足比率の報告について

○認定議案・・・原案認定

　認定第１号　令和２年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について
　認定第２号　令和２年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第３号　令和２年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第４号　令和２年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第５号　令和２年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
　認定第６号　令和２年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

会　　計 収入済額　Ａ 支出済額　Ｂ 歳入歳出差引額
Ｃ（A-B）

翌年度へ繰り越す
べき財源　Ｄ

実質収支　Ｅ
（C-D）

一 　 　 般 53億1,537万1,923円 50億2,834万4,427円 2億8,702万7,496円 1億4,995万円 1億3,707万7,496円

国民健康保険 6億5,365万8,406円 6億1,884万7,401円 3,481万1,005円 0円 3,481万1,005円

簡 易 水 道 1億1,574万8,042円 1億1,193万2,597円 381万5,445円 178万5,000円 203万445円

農業集落排水 2億4,336万6,362円 2億4,272万5,743円 64万619円 0円 64万619円

介 護 保 険 7億1,408万5,267円 6億6,947万1,908円 4,461万3,359円 0円 4,461万3,359円

後期高齢者医療 6,412万9,770円 6,344万4,232円 68万5,538円 0円 68万5,538円

合 　 　 計 71億635万9,770円 67億3,476万6,308円 3億7,159万3,462円 1億5,173万5,000円 2億1,985万8,462円

○条例議案・・・原案可決

　議案第41号　相良村附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第42号　災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第43号　相良村報酬、費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第44号　相良村手数料条例の一部を改正する条例の制定について
　議案第45号　相良村工場等設置奨励条例の一部を改正する条例の制定について
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９月定例会９月定例会

災害公営住宅整備、災害復旧事業に伴う災害公営住宅整備、災害復旧事業に伴う
一般会計補正予算等を可決一般会計補正予算等を可決

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第46号　令和３年度相良村一般会計補正予算（第７号）
　 　歳入歳出それぞれに2億4,045万9千円を追加し、総額51億770万円とする補正で、採決の結果、賛成多数
で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳入

款 補正前の額 補正額 計 説明

村 　 　 　 　 税 3億5,972万円 △1,160万円 3億4,812万円 固定資産税現年度

地 方 特 例 交 付 金 110万円 141万3千円 251万3千円 地方特例交付金

地 方 交 付 税 16億1,122万4千円 2億2,834万7千円 18億3,957万1千円 普通交付税

国 庫 支 出 金 16億3,943万6千円 8,336万3千円 17億2,279万9千円 公共土木施設災害復旧費負担金等

県 支 出 金 2億6,091万9千円 △119万9千円 2億5,972万円 球磨川水系防災・減災ソフト対策事業補助金等

繰 入 金 3億6,116万円 △1億9,339万2千円 1億6,776万8千円 財政調整基金繰入金等

繰 越 金 3,176万円 6,853万9千円 1億29万9千円 繰越金

諸 収 入 2,443万7千円 25万9千円 2,469万6千円 低所得者保険料軽減負担金

村 債 3億4,260万円 6,472万9千円 4億732万9千円 災害公営住宅整備事業等

歳 入 合 計 48億6,724万1千円 2億4,045万9千円 51億770万円

歳出

款 補正前の額 補正額 計 説明

総 務 費 6億9,069万1千円 9,172万3千円 7億8,241万4千円 木の家づくり支援補助金等

民 生 費 8億7,022万円 884万円 8億7,110万4千円 国庫支出金返還金等

衛 生 費 3億2,153万9千円 △116万5千円 3億2,037万4千円 簡易水道特別会計繰出等

農 林 水 産 業 費 4億2,228万7千円 1,773万5千円 4億4,002万2千円 農業集落排水特別会計繰出金等

商 工 費 5,228万4千円 △13,595万円 3,868万9千円 さがら産業文化祭運営費補助金等

土 木 費 5億5,851万8千円 8,001万2千円 6億3,853万円 災害公営住宅整備費等

消 防 費 1億6,707万6千円 197万1千円 1億6,904万7千円 消防詰所給排水工事等

教 育 費 3億143万4千円 113万3千円 3億256万7千円 体育館事務室空調機器等

災 害 復 旧 費 10億8,087万3千円 6,176万1千円 11億4,263万4千円 令和３年発生林道牛駄場山手線災害復旧工事等

歳 出 合 計 48億6,724万1千円 2億4,045万9千円 51億770万円

※補正のあったものだけを掲載しているため、歳入歳出と合計の額は一致しません。
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○特別会計補正予算・・・・原案可決

　議案第47号　令和３年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号）

　議案第48号　令和３年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号）

　議案第49号　令和３年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号）

○工事請負契約の変更議案・・・原案可決

　議案第50号　工事請負契約の変更について

　令和３年３月29日、令和３年第２回相良村議会臨時会において議決された、令和２年度相良村総合体育館

非常用電源設置工事請負契約の契約額5,302万円を5,356万3,127円に変更することについて採決の結果、全員賛

成で可決しました。

○過疎地域持続的発展計画・・・原案可決

　議案第51号　相良村過疎地域持続的発展計画に関し議会の議決を求めることについて

○工事請負契約の締結議案・・・原案可決

　議案第52号　工事請負契約の締結について

　１．工事名　　　　令和３年度農地等災害復旧工事（深水①）Ｒ２現年繰

　２．工事場所　　　相良村大字深水地内

　３．契約額　　　　5,885万円

　４．契約の相手　　マルナカ工業有限会社

　５．契約の方法　　指名競争入札

　議案第53号　工事請負契約の締結について

　１．工事名　　　　令和３年度農地等災害復旧工事（川辺③）Ｒ２現年繰

　２．工事場所　　　相良村大字川辺地内

　３．契約額　　　　6,490万円

　４．契約の相手　　マルナカ工業有限会社

　５．契約の方法　　指名競争入札

○諮問・・・答申（適任）

　諮問第１号　人権擁護委員候補者の推薦について（豊原幸一郎氏）※再任

○議員発議・・・原案可決

　発議第１号　相良村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

　発議第２号　川辺川の河川改修を求める意見書について

　発議第３号　 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

○議員発議・・・原案否決

　発議第４号　相良村議会議員の議員報酬の減額に関する条例の制定について

　発議第５号　川辺川と球磨川の合流点の土砂撤去を求める意見書について
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各議員の審議結果
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結果

認定第１号 令和２年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第２号 令和２年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第３号 令和２年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第４号 令和２年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第５号 令和２年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定第６号 令和２年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第41号 相良村附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第42号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第43号 相良村報酬、費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第44号 相良村手数料条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第45号 相良村工場等設置奨励条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第46号 令和３年度相良村一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第47号 令和３年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第48号 令和３年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第49号 令和３年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第50号 工事請負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第51号 相良村過疎地域持続的発展計画に関し議会の議決を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第52号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第53号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 賛成８票、反対１票 適任

発議第１号 相良村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第２号 川辺川の河川改修を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第４号 相良村議会議員の議員報酬の減額に関する条例の制定について ● 〇 ● ○ ● ○ ● ● ● 否決

発議第５号 川辺川と球磨川の合流点の土砂撤去を求める意見書について ● 〇 ● ○ ● ○ 〇 ● ● 否決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。第6回定例会
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令和３年第７回相良村議会臨時会報告令和３年第７回相良村議会臨時会報告
農地等災害復旧工事請負契約の締結を可決農地等災害復旧工事請負契約の締結を可決

　令和３年第７回相良村議会臨時会が10月８日に招集され、令和３年度一般会計補正予算１件、工事請負契
約の締結３件が提案されました。慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

○一般会計補正予算・・・原案可決
　議案第54号　令和３年度相良村一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出それぞれに592万3千円を追加し、総額51億1,362万3千円とする補正で、採決の結果、全員賛成で
可決しました。補正の主なものは下記のとおりとなりました。

歳入
款 補正前の額 補正額 計 説明

国 庫 支 出 金 17億2,279万9千円 226万2千円 17億2,506万1千円 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金
繰 越 金 1億29万9千円 366万1千円 1億396万円 繰越金

歳 入 合 計 51億770万円 592万3千円 51億1,362万3千円

歳出
款 補正前の額 補正額 計 説明

衛 生 費 3億2,037万4千円 226万3千円 3億2,263万7千円 新型コロナウイルスワクチン3回目接種体制確保事業等
教 育 費 3億256万7千円 36万円 3億292万７千円 非常用発電機用燃料

災 害 復 旧 費 11億4,263万4千円 330万円 11億4,593万4千円 相良村土地改良区施設復旧補助金

歳 出 合 計 51億770万円 592万3千円 51億1,362万3千円

※補正のあったものだけを掲載しているため、歳入歳出と合計の額は一致しません。

○工事請負契約の締結議案・・・原案可決
　議案第55号　工事請負契約の締結について
　１．工事名　　　　令和３年度農地等災害復旧工事（柳瀬②）Ｒ２過年
　２．工事場所　　　相良村大字柳瀬地内 　４．契約の相手　　株式会社白砂組
　３．契約額　　　　9,075万円 　５．契約の方法　　指名競争入札

　議案第56号　工事請負契約の締結について
　１．工事名　　　　令和３年度農地等災害復旧工事（柳瀬③）Ｒ２現年繰
　２．工事場所　　　相良村大字柳瀬地内 　４．契約の相手　　有限会社田中土建
　３．契約額　　　　7,425万円 　５．契約の方法　　指名競争入札

　議案第57号　工事請負契約の締結について
　１．工事名　　　　令和３年度農地等災害復旧工事（川辺④）Ｒ２現年繰
　２．工事場所　　　相良村大字川辺地内 　４．契約の相手　　有限会社尾方工務店
　３．契約額　　　　7,953万円 　５．契約の方法　　指名競争入札

各議員の審議結果
件　　　　　　　名

川　

邊

坂　

田

永　

田

德　

田

中　

村

西　

本

髙　

岡

小　

善

市　

岡
結果

議案第54号 令和３年度相良村一般会計補正予算（第8号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第55号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第56号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第57号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。第７回臨時会

第７回臨時会第７回臨時会
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ここがここが
聞きたい

一般質問

一般質問一般質問とはとは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。を求めるものである。
９名の議員が登壇した。９名の議員が登壇した。

●市岡　智惠 議員 …………………………………………………………………………………10ページ
☆税の徴収について
☆肥後相良ファーム加工施設について
☆相良村簡易水道使用料について
☆災害からの復旧復興について

●小善　満子 議員 …………………………………………………………………………………11ページ
☆総合計画の農地・農業用施設災害復旧事業について
　浸水区域からの移転再建支援事業について
☆第2期相良村子ども・子育て支援事業計画について

●永田　博人 議員 …………………………………………………………………………………12ページ
☆昨年度の豪雨災害で被災した水田について
☆村道松馬場朝ノ迫線の工事進捗状況について
☆飛行場用水路について

●中村　重道 議員 …………………………………………………………………………………13ページ
☆告知放送について
☆さがらっぱ号について

●坂田　朋美 議員 …………………………………………………………………………………14ページ
☆上四浦地区の振興について
☆石倉跡地について
　ふるさと納税について

●川邊　一徳 議員 …………………………………………………………………………………15ページ
☆小中学校の修学旅行について
☆宅地造成及び分譲地、新築補助金について
　交通指導員について

●西本　巳喜男 議員
　農地災害復旧について

●髙岡　重盛 議員 …………………………………………………………………………………16ページ
☆県道相良人吉線について

●德田　正臣 議員 …………………………………………………………………………………17ページ
☆村民の声から
☆宗教施設への公金の支出について
☆新型コロナウィルスについて

☆の質問を掲載しています。

……………………………………………… ………………………………………………

……………
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一 般 質 問

各
税
目
の
徴
収
率
に
つ
い

て
、
前
年
度
と
比
較
し
た
う
え
で
、
各
税

目
ご
と
の
増
減
等
や
、
各
税
の
動
向
、
徴

収
率
を
踏
ま
え
て
分
析
を
さ
れ
た
内
容
は
。

村
民
税
の
個
人
が
92
・
4
％
。

村
民
税
の
法
人
が
96
・
６
％
。
固
定
資
産

税
が
、
90
・
４
％
。
軽
自
動
車
税
が
91
・

６
％
。
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
は
１
０
０
％
。

合
計
の
村
税
の
徴
収
率
は
、
91
・
９
％
。

令
和
元
年
度
の
徴
収
率
は
91
・
１
％
で
あ

り
、
０
・
８
％
増
加
し
て
い
る
。
要
因
と
し

て
、
昨
年
は
豪
雨
災
害
で
、
徴
収
出
来
な

い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
平
成
30
年
度
に

導
入
し
た
滞
納
整
理
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
令
和
元
年
、
令
和
２
年
度
、
現
年
度

分
の
徴
収
率
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

徴
収
計
画
に
基
づ
く
徴
収
業

務
の
体
制
及
び
業
務
内
容
は
。

納
税
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
や
相
談
が
な
い
滞
納
者
に
対
し
、

預
金
調
査
や
給
与
照
会
な
ど
の
財
務
調
査

を
行
い
、
直
ち
に
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納

処
分
を
執
行
し
、
財
務
調
査
に
よ
っ
て
、

無
財
産
、
生
活
困
窮
、
所
在
不
明
が
確
認

で
き
た
場
合
は
、
執
行
停
止
要
項
に
基
づ

き
、
速
や
か
に
滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

三
者
会
議
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

再
稼
働
に
つ
い
て
は
意
思
は

あ
る
と
い
う
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
村

の
ほ
う
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
の
リ
ス
ト

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
何

が
登
録
可
能
か
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
話

も
し
て
き
た
。今

後
の
見
通
し
、
ま
た
方
向

性
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
建
物
の

賃
借
の
契
約
が
成
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
、
今
後
の
見
通
し
が
ど
う
な
る
の
か
不

安
に
思
っ
て
い
る
。
村
長
の
面
談
を
希
望

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
面
談
を
き
っ
か

け
に
進
展
す
る
よ
う
な
形
で
進
め
て
行
き

た
い
。

ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
り
設

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

平
成
７
年
４
月
の
給
水
開
始

以
前
の
平
成
4
年
に
、
人
口
及
び
給
水
の

推
計
の
ほ
か
、
取
水
場
、
排
水
池
、
配
管
、

加
圧
ポ
ン
プ
に
係
る
建
設
費
用
及
び
元

金
、
利
子
償
還
、
人
件
費
、
事
務
費
、
薬

品
費
、
電
気
料
金
等
に
係
る
維
持
管
理
経

費
を
総
合
的
に
検
証
し
、
使
用
料
の
決
定

根
拠
を
定
め
て
い
る
。
令
和
元
年
9
月
に

給
水
開
始
か
ら
初
め
て
使
用
料
の
見
直
し

を
行
い
、
令
和
元
年
10
月
使
用
分
か
ら
現

在
の
使
用
料
金
で
賦
課
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
相
良
村
決

算
審
査
意
見
書
に
お
い
て
、
水
道
料

金
の
収
納
状
況
が
、
収
納
未
済
額
で

１
０
０
２
万
２
１
５
０
円
で
、
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の

徴
収
業
務
に
つ
い
て
、ま
た
今
後
の
対
策
は
。

民
法
上
の
消
滅
時
効
案
件
、

又
は
死
亡
や
生
活
保
護
等
、
支
払
い
能
力

が
無
い
場
合
の
執
行
停
止
等
も
含
め
て
精

査
し
、
徴
収
計
画
を
立
て
業
務
の
遂
行
に

努
め
て
い
く
。農

地
災
害
に
つ
い
て
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

面
積
ベ
ー
ス
で
発
注

済
み
が
28
％
。
今
月
末
に
入
札
を
行
い
、

う
ま
く
い
っ
て
75
％
が
契
約
で
き
る
見
込

み
。
用
水
路
発
注
済
み
が
67
％
、
排
水
路

が
48
％
、
農
道
7
％
、
揚
水
機
（
ポ
ン
プ
）

が
3
工
区
あ
る
が
、
棚
葉
瀬
だ
け
が
完
了

し
て
い
る
。
川
辺
の
廻
堰
が
9
月
末
に
発

注
予
定
。

被
災
農
地
の
復
旧
場
所
に
つ

い
て
農
家
に
早
急
に
説
明
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

来
年
の
作
付
け
に
間
に

合
う
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
が
、
遊
水
地
と

の
絡
み
も
あ
っ
て
間
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ

も
出
て
く
る
と
思
う
。
年
末
に
か
け
て
苗

の
注
文
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
あ
る
程
度
の
見
通
し
は
説
明
し

た
い
。
方
法
と
し
て
、
広
報
、
回
覧
等
で

周
知
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

深
水
地
内
、
川
辺
地
内
の
場

所
と
工
期
期
間
は
。深

水
地
区
は
、
渡
瀬
、

買
元
、
新
村
の
相
良
橋
か
ら
白
木
神
社
ま

で
。
川
辺
地
区
は
、
雨
宮
神
社
周
辺
。
工

期
期
間
は
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
。
柳

瀬
地
区
に
お
い
て
は
、
9
月
30
日
に
入
札

を
予
定
し
て
い
る
。

被
災
地
区
か
ら
の
移
転
先
の

整
備
に
つ
い
て
、
地
質
調
査
は
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

6
月
15
日
に
入
札
し
、
現

在
発
注
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
も
ほ
ぼ
終

わ
っ
て
い
る
。今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

土
地
の
評
価
、
農
振
除
外
、

農
地
転
用
な
ど
各
種
の
手
続
き
に
入
り
、

土
地
の
購
入
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
。

税
の
徴
収
に
つ
い
て

滞
納
処
分
の
停
止
事
務
取
扱
要

項
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
。

肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
加
工
施
設

に
つ
い
て

進
展
す
る
よ
う
な
形
で
進
め

て
行
く

相
良
村
簡
易
水
道
使
用
料
に
つ

い
て

徴
収
計
画
を
立
て
業
務
遂
行
に

努
め
て
い
く

災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
に
つ
い
て

早
急
に
発
注
出
来
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡ

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

税
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

建
設
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

建
設
課
長

税
務
課
長

市岡　智惠 議員
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一 般 質 問

総
合
計
画
に
よ
る
と
、
農

地
・
農
業
用
地
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、

今
年
度
事
業
と
し
て
4
億
６
８
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
地
の
災
害
復

旧
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
農
地

復
旧
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

今
回
は
激
甚
災
害
で
規
模
も

大
き
く
1
月
に
や
っ
と
国
の
許
可
が
下
り

た
と
こ
ろ
で
す
。
激
甚
災
害
に
な
り
ま
す

と
、
農
地
の
場
合
98
・
１
％
の
補
助
、
施

設
の
場
合
99
・
８
％
の
補
助
に
該
当
し
ま

す
。
相
良
村
の
場
合
、
農
地
が
非
常
に
多

く
て
、
40
ヶ
所
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
19
区
画
に
し
て
、

入
札
時
に
は
二
つ
三
つ
を
合
わ
せ
て
入
札

し
ま
す
。
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
現
場

を
担
当
者
、
県
も
全
部
含
め
て
見
ま
し
て
、

軽
い
方
か
ら
先
に
、
2
、
3
年
か
か
る
所

は
、
後
に
回
す
よ
う
な
形
に
し
て
お
り
ま

す
。
深
水
地
区
は
今
回
入
札
し
て
お
り
、

陣
ノ
内
、
十
島
関
係
、
境
田
、
蜻
木
、
小
森
、

大
曲
、
天
子
、
平
原
、
三
石
に
つ
い
て
は

9
月
30
日
に
入
札
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

農
地
災
害
復
旧
工
事
が
予
定

通
り
に
進
捗
し
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

※
9
月
定
例
議
会
の
時
は
こ
の
質
問

の
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
時
点

で
は
農
地
の
災
害
復
旧
も
進
み
、
入

札
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い
て
工
事
も

進
ん
で
お
り
ま
す
。

相
良
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
こ
の
計
画
の
法
的

根
拠
、
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
保
健
福
祉

課
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

第
2
期
相
良
村
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
61
条

に
定
め
る
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
と
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
第
8
条
に
定
め
る
相
良
村
行
動
計
画

及
び
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
第
9
条

に
定
め
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画

を
一
体
的
に
作
成
し
た
も
の
で
、
計
画
の

期
間
は
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま

で
の
5
年
間
と
し
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

よ
っ
て
様
々
な
補
助
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
相
良
村
の
子
育
て
中
の
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
金
銭
面
の
補

助
の
み
な
ら
ず
、
支
援
体
制
、
環
境
の
整

備
が
求
め
ら
れ
る
所
で
あ
り
ま
し
て
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
学
童
保
育
と
か
様
々
な
事
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
外
れ
た
子
ど
も

が
い
ま
す
の
で
そ
の
対
策
と
し
て
、
居
場

所
が
な
い
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
居
ら
れ

る
場
所
と
し
て
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な

い
弓
道
場
を
居
場
所
と
し
て
使
用
で
き
な

い
も
の
か
、
簡
単
な
図
書
館
と
し
て
活
用

で
き
な
い
も
の
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
考

え
を
お
持
ち
じ
ゃ
な
い
か
と
村
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。貴

重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
図
書
館
の
件
は
前
か
ら
話
が

あ
っ
て
お
り
ま
し
て
、
今
、
弓
道
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
今
現
在
は
災
害

復
旧
の
物
資
を
置
い
て
あ
り
ま
す
。
貴
重

な
ご
意
見
と
し
て
、
図
書
館
は
ど
う
に
か

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
良
い

ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
件
に
つ
い
て
は
前
向

き
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

保
健
福
祉
課
長

小善　満子 議員

今
年
度
事
業
と
し
て
、4
億
６
８
０
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
農
地
の
災
害

復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
。

激
甚
災
害
で
や
っ
と
国
の
許

可
が
下
り
、
こ
れ
か
ら
入
札
を

す
る
予
定
で
す
。

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に
弓

道
場
を
図
書
館
と
し
て
使
用

で
き
な
い
か

図
書
館
の
件
は
前
か
ら
話
が

あ
り
、
ど
う
に
か
し
た
い
と
考

え
て
い
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

村　

長

村　

長
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昨
年
度
の
豪
雨
災
害
で
被
災

し
た
水
田
の
事
に
つ
い
て
、
質
問
し
て
お

り
ま
す
が
、
8
番
、
9
番
議
員
の
質
問
で

お
答
え
頂
き
ま
し
た
の
で
、
私
は
遊
水
地

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

中
洲
に
つ
い
て
は
国
交
省
の
ほ
う
か
ら
説

明
が
あ
り
、
掘
込
式
で
と
い
う
事
で
受
益

者
も
同
意
さ
れ
そ
の
方
向
で
進
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
柳
瀬
橋
よ
り
上
流
に
2

箇
所
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

遊
水
地
で
す
が
、
柳
瀬
橋
下
流

の
左
岸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
交
省
が
既

に
地
権
者
の
了
解
を
得
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
上
流
の
蜻
木
、

棚
葉
瀬
の
下
鶴
地
区
に
つ
い
て
は
、
県
と

協
議
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
心
配
の
通
り

災
害
復
旧
と
関
連
が
あ
り
ま
す
の
で
早
急

に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
田
の
災
害
復
旧
も
3
年
以

内
と
い
う
縛
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
県

の
方
に
早
く
説
明
な
り
し
て
頂
け
れ
ば
農

家
も
方
向
が
定
ま
る
と
思
い
ま
す
。

村
道
松
馬
場
朝
ノ
迫
線
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
昔
な
が

ら
の
馬
車
道
が
そ
の
ま
ま
で
、
特
に
カ
ー

ブ
は
大
型
機
械
が
曲
が
れ
な
い
状
態
で
す
。

今
途
中
ま
で
し
て
ま
す
が
、
国
道
の
擦
り

付
け
部
分
な
ど
買
収
は
残
っ
て
い
ま
す
か
。

そ
れ
も
含
め
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

当
該
路
線
は
、
総
延
長

９
９
８
㍍
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に

約
２
４
８
㍍
改
修
済
み
と
い
う
所
で
す
。

地
区
の
要
望
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

部
用
地
に
反
対
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

近
年
な
る
べ
く
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
、
内
々
の
同
意
を
得
て
お
り
、
村
と
し

ま
し
て
は
そ
の
用
地
を
取
得
し
て
改
良
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、
工
事
の
施
工
承
認

な
ど
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、カ
ー

ブ
、
道
路
拡
幅
の
改
修
を
今
後
や
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
本
村
一
般
財

源
に
よ
る
単
独
事
業
で
あ
り
、
現
在
災
害

復
旧
事
業
を
優
先
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

年
度
内
事
業
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
平
準

化
を
図
り
な
が
ら
調
整
、
検
討
し
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

飛
行
場
用
水
路
の
災
害
復
旧

進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

現
在
土
砂
の
撤
去
が
完

了
し
ま
し
て
、
そ
れ
に
伴
い
ま
す
工
法
変

更
が
必
要
で
、
詳
細
設
計
の
段
階
で
す
。

そ
の
後
、
変
更
契
約
を
締
結
し
、
工
事
に

着
手
、
年
明
け
に
完
了
の
予
定
で
す
。

私
思
い
ま
す
に
、
あ
そ
こ
で

被
災
し
な
か
っ
た
場
合
、
途
中
で
越
水
し

非
常
に
危
険
で
し
た
。
取
水
口
の
六
藤
の

と
こ
ろ
は
鉄
筋
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
途

中
の
松
馬
場
、
上
園
な
ど
雨
が
降
る
と
怖

い
の
で
避
難
し
ま
す
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
県
が
視
察
し
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
が
そ
の
時
の
指
導
が
あ
っ
た

の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

飛
行
場
用
水
路
を
県
が
検
査
い

た
し
ま
し
た
。
破
損
や
そ
の
度
合
い
を
Ｓ

１
〜
５
迄
の
診
断
を
行
い
、
全
体
的
に
は

Ｓ
３
、
取
水
口
Ｓ
２
の
診
断
で
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
今
回
災
害
に
入
れ
て
い
た

だ
こ
う
と
県
、
国
に
相
談
し
ま
し
た
が
該

当
し
な
い
と
い
う
事
で
外
さ
れ
ま
し
た
。

ご
指
摘
の
通
り
取
水
口
は
遮
断
し
て
も
上

か
ら
入
っ
て
く
る
状
態
で
す
。
土
地
改
良

区
も
そ
う
い
う
財
政
力
が
な
い
状
態
で
す
。

県
の
事
業
で
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事

業
が
あ
る
そ
う
で
す
。
橋
脚
部
分
、
ト
ン

ネ
ル
部
分
は
早
急
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
は
早
急
に
し
て
、
村
が
補
助
す

る
と
こ
ろ
補
助
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
度
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
水
田
の
遊
水
地
に
つ
い
て
。

中
洲
に
つ
い
て
は
国
交
省
で

掘
込
式
、
蜻
木
、
棚
葉
瀬
に
つ

い
て
は
災
害
復
旧
関
連
が
あ

り
県
の
説
明
後
に
な
る
。

村
道
松
馬
場
朝
ノ
迫
線
の
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

令
和
2
年
7
月
の
災
害
対
応

を
優
先
し
て
お
り
落
ち
着
い

た
ら
順
次
対
応
す
る
。

飛
行
場
用
水
路
の
被
災
し
た
水

路
の
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て

六
藤
取
水
口
、
水
管
橋
等
の
補

修
に
つ
い
て

被
災
し
た
水
路
に
つ
い
て
は

年
明
け
ま
で
に
は
竣
工
予
定
。

取
水
口
や
水
管
橋
の
改
修
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
補
助
を

含
め
て
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

建
設
課
長

産
業
振
興
課
長

永田　博人 議員

被災した飛行場用水路の開削状況

村　

長

村　

長
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放
送
の
時
に
言
葉
が
聞
き
取

り
難
く
内
容
が
良
く
理
解
出
来
な
い
場
合

が
あ
る
と
の
村
民
の
声
が
あ
り
、
放
送
関

係
の
経
験
者
の
方
を
招
い
て
研
修
を
行
う

考
え
が
な
い
か
。

告
知
放
送
を
以
前
は
特
定
の

職
員
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
担

当
課
が
そ
れ
ぞ
れ
放
送
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
放
送
原
稿
を
担
当
が
作
成
し
課
内
の

決
裁
を
経
て
担
当
者
自
ら
が
音
声
を
録
音

し
て
放
送
又
は
生
放
送
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
以
前
か
ら
放
送
の
声
が
聞
き
づ
ら
い

又
は
専
門
用
語
で
内
容
が
わ
か
ら
な
い
と

の
ご
意
見
は
あ
っ
て
い
ま
す
。
上
手
な
職

員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
指
導
で
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

研
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
村

民
の
理
解
も
高
ま
り
、
行
政
業
務
の
質
の

向
上
に
結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
。
一
回
位

は
職
員
の
為
に
研
修
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
考
え
ま
す
か
。

研
修
は
大
事
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
職
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
指
導

を
行
っ
た
上
で
外
部
か
ら
の
指
導
が
必
要

と
判
断
す
れ
ば
外
部
か
ら
の
指
導
を
す
る

こ
と
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長
が
言
い
ま
し
た
が
、

防
災
無
線
が
で
き
た
頃
は
総
務
課
で
各
担

当
者
が
文
面
を
持
っ
て
き
て
総
務
課
の
ほ

う
で
告
知
放
送
を
し
て
い
ま
し
た
。
文
面

の
内
容
と
違
う
こ
と
が
あ
り
担
当
課
で
放

送
し
て
お
り
ま
す
。
経
験
豊
富
な
職
員
の

中
で
指
導
し
研
修
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
民
か
ら
告
知
放
送
が
聞
き

取
り
難
く
内
容
が
良
く
理
解
で
き
な
い
と

の
声
が
あ
る
と
い
う
事
を
職
員
に
話
し
て

も
ら
い
専
門
の
方
に
よ
る
研
修
を
行
う
か

ど
う
か
に
つ
い
て
職
員
と
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

村
民
の
方
の
要

望
と
し
て
さ
が
ら
っ
ぱ
号
の

日
時
を
変
更
で
き
な
い
か
と

の
声
が
あ
る
が
変
更
は
出
来

な
い
か
。

現
在
の
運
行
形

態
に
つ
い
て
は
運
輸
局
、
熊
本
県
、
住
民
代

表
、
警
察
、
自
動
車
運
送
事
業
者
等
で
組
織

し
た
相
良
村
地
域
公
共
交
通
会
議
に
よ
っ

て
協
議
、検
討
し
、運
行
ダ
イ
ヤ
、運
行
ル
ー

ト
の
変
更
に
つ
い
て
は
地
域
公
共
交
通
会

議
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

朝
の
時
間
を
少
し
早
く
30
分

か
ら
1
時
間
ず
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
川
辺
地
区
は
月
曜
・
金
曜
日
で

あ
り
、
月
曜
日
は
祝
日
の
振
替
休
日
が
年

間
5
日
も
あ
り
、
病
院
、
パ
ー
マ
屋
等
は

休
み
で
利
用
で
き
な
い
と
利
用
者
か
ら
の

声
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
面
で
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
高
齢
者
の
声
で
す
の
で
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
が
、
村
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

月
曜
・
金
曜
日
を
違
う
地
区
に

回
す
と
今
度
は
別
の
地
区
が
犠
牲
に
な
り

ま
す
の
で
、
色
々
協
議
し
て
利
便
性
が
良

い
よ
う
に
し
て
参
り
ま
す
。

高
齢
社
会
で
免
許
返
納
者
が

多
く
な
り
利
用
者
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
て
協
議
し
て
も
ら
い
た
い
。

内
容
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
の
声

が
あ
る
。

上
手
な
職
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
指
導
で
対
応
し
て
い
く
。

ＱＡ中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

中
村
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村　

長

村　

長

中村　重道 議員

告知端末

さ
が
ら
っ
ぱ
号
に

つ
い
て

協
議
し
て
利
便
性
が

良
い
よ
う
に
す
る
。

ＱＡ
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高
齢
者
が
増
え
、
農
業
を
辞

め
る
方
も
お
り
共
同
作
業
も
出
来
な
い
状

況
で
す
。
放
置
す
る
と
獣
害
被
害
に
も
つ

な
が
る
。
手
立
て
は
な
い
か
。休

耕
田
や
耕
作

放
棄
地
は
毎
年
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
利
用
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
草
刈
り
作
業
が
困
難
で
遊
休
農
地
化

が
進
ん
で
い
る
。
農
地
法
第
2
条
の
2
で

は
農
地
所
有
者
等
は
当
該
農
地
を
農
業
上

適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
確
保
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
荒
れ
た
農
地
の

所
有
者
へ
は
適
正
な
管
理
を
行
う
様
に
訪

問
や
電
話
、
通
知
等
で
お
願
い
し
た
り
、

今
後
も
引
き
続
き
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
や
解
消
に
向
け
た
対
策
案
を
検
討
す
る
。

柳
瀬
石
倉
を
解
体
し
て
１
年

近
く
経
つ
が
今
後
の
予
定
は
。
石
倉
自
体

の
解
体
が
早
す
ぎ
た
の
で
は
。
な
ぜ
早
期

解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ

た
の
か
。

石
倉
の
件
は
災
害
前
に
私
が
引

き
継
い
だ
が
、
そ
の
前
段
階
で
石
倉
の
跡

地
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
協
議
す
る
か
を
議

会
の
方
で
議
論
し
て
頂
い
て
、
そ
の
予
算

も
否
決
さ
れ
た
。
石
倉
は
要
ら
な
い
様
な

感
じ
だ
っ
た
。
そ
の
後
石
倉
の
解
体
費
を

上
程
し
、
議
会
で
議
決
し
解
体
し
た
。
Ｌ

２
区
域
な
の
で
、
も
し
国
の
補
助
事
業
で

す
る
場
合
は
高
さ
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土

砂
を
持
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平

原
十
島
線
の
関
係
も
あ
り
今
の
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
区
全
体
が
一
等

地
な
の
で
、
良
い
方
法
で
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。こ

の
柳
瀬
石
倉
周
辺
の

一
体
開
発
計
画
が
国
が
認
め
て
交
付
金

９
０
０
０
万
の
案
件
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
昨
春
頃
に
完
成
予
定
で
執
行
部
の
方

で
予
算
計
上
さ
れ
た
が
、
議
会
が
否
決
し

た
。
何
故
、
交
付
金
の
付
い
た
案
件
を
議

会
の
方
で
否
決
さ
れ
た
の
か
。
判
然
と
し

な
い
の
で
お
伺
い
し
た
次
第
で
す
。

　

石
倉
と
い
う
の
が
、
農
業
遺
産
と
い
う

部
分
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
村
長
も

歴
史
的
な
価
値
を
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
落
札
後
の
コ
メ
ン
ト
で
は
当
初

予
定
価
格
の
2
倍
で
売
却
出
来
て
、
大
変

有
難
い
と
。
そ
も
そ
も
こ
の
柳
瀬
石
倉
と

い
う
の
は
、
Ｊ
Ａ
球
磨
様
よ
り
貴
重
な
地

域
資
源
で
あ
り
文
化
財
と
い
う
こ
と
で
、

村
の
方
が
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
る
と
の

前
提
で
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
た
事
に
対
し

て
の
裏
切
り
行
為
に
あ
た
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
近
隣
の
多
良
木
町
・
水

上
村
・
山
江
村
等
で
は
保
存
活
用
さ
れ
て

い
る
の
が
実
状
で
す
。
二
度
と
で
き
な
い

の
な
ら
保
存
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か

と
強
く
思
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

「
さ
が
ら
っ
ぱ
号
の
運
行
に
つ
い
て
」

　

上
四
浦
地
区
住
民
の
方
も
高
齢
に
な
り

体
力
の
衰
え
か
ら
車
の
運
転
に
も
不
安
を

持
た
れ
て
い
る
。
現
行
ル
ー
ト
の
役
場
か

ら
先
の
人
吉
方
面
に
行
き
た
い
と
の
要
望

あ
る
。
乗
り
継
ぎ
の
路
線
バ
ス
の
運
行
ダ

イ
ヤ
で
は
長
時
間
待
た
さ
れ
る
の
で
改
善

で
き
な
い
か
。
路
線
バ
ス
会
社
と
村
、
利

用
者
と
の
協
議
す
る
場
を
持
っ
て
利
便
性

を
良
く
し
て
欲
し
い
。

耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
作
業
に
つ

い
て

石
倉
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

坂田　朋美 議員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

農
業
委
員
会
事
務
局
長

村　

長

農地パトロールの様子
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小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
今
後
の
計
画
は
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
6
月

10
日
、
11
日
に
長
崎
・
佐
賀
方
面
で
計
画
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、10
月
6
日
、7
日
に
延
期
さ
れ
て
い
る
。

保
護
者
へ
の
意
向
調
査
を
行
い
説
明
会
を

計
画
し
て
い
る
。
中
学
2
年
生
に
つ
い
て

は
、
10
月
19
日
か
ら
21
日
で
広
島
九
州
方
面

で
予
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
安
全
面
を
考
慮
し

て
延
期
で
検
討
し
て
い
る
。
中
学
校
3
年
生

に
つ
い
て
は
６
月
２
日
、
３
日
で
計
画
し

て
い
た
が
コ
ロ
ナ
関
係
で
中
止
し
て
い
る
。

今
後
状
況
が
変
わ
っ
た
ら
村
の
予
算
内
で

行
か
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
。

現
在
の
負
担
割
合
は
。

小
学
校
は
1
万
円
、
中
学
校

は
3
万
円
。
基
礎
と
し
ま
し
て
は
、
事
業

費
が
小
学
校
が
2
万
円
程
度
、
中
学
校
が

6
万
円
程
度
に
対
し
て
の
負
担
と
し
て
定

め
て
い
る
。

見
込
ん
だ
所
の
50
％
で
す

が
、
そ
の
他
に
も
関
連
費
用
が
必
要
と
な

る
の
で
各
家
庭
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
減

さ
れ
る
よ
う
今
後
対
策
を
取
ら
れ
る
予
定

は
な
い
か
。

教
育
長
、
村
長
と
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

今
回
の
予
定
地
以
外
、
例
え

ば
原
野
、
工
場
跡
地
等
を
購
入
し
分
譲
す

る
計
画
は
な
い
か
。

工
場
施
設
に
つ
い
て
は
、
村
の

方
に
依
頼
が
あ
れ
ば
内
容
を
お
聞
き
し
て

議
会
の
承
認
を
得
て
早
め
に
購
入
で
き
る

分
は
購
入
し
た
い
。
役
場
の
前
の
茶
園
や

昔
の
谷
宗
跡
も
非
常
に
宅
地
と
し
て
い
い

場
所
で
し
た
が
太
陽
光
施
設
と
な
っ
て
い

る
が
、
向
こ
う
か
ら
話
が
な
い
と
な
か
な

か
難
し
い
で
し
ょ
う
け
ど
も
話
が
あ
れ
ば

内
容
を
検
討
し
て
購
入
す
る
方
向
が
い
い

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
場
跡
地
や
原
野
は
太
陽
光

施
設
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
常
に

情
報
収
集
を
行
い
相
良
村
で
買
取
分
譲
す

れ
ば
人
口
削
減
や
少
子
高
齢
化
に
少
し
は

歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
宅
地
に
条
件
の
揃
っ
た
場
所
が
こ

れ
以
上
太
陽
光
施
設
に
な
ら
な
い
よ
う
相

良
村
と
し
て
も
努
力
し
て
頂
き
た
い
。

・
浸
水
区
域
か
ら
浸
水
区
域
外
へ
の
移
転

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
る
が
上
限

１
０
０
万
円
。

・
空
き
家
対
策
と
し
て
空
き
家
を
解
体

し
て
新
た
に
建
て
る
場
合
に
は
上
限

３
０
０
万
円
。

川邊　一徳 議員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

村　

長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

小
中
学
校
の
修
学
旅
行
の
計
画
に

つ
い
て
。

小
学
校
は
10
月
6
日
か
ら
1
泊

2
日
。
中
学
2
年
生
は
広
島
、

九
州
方
面
。
中
学
3
年
生
は
村

の
予
算
の
範
囲
内
で
計
画
。

保
護
者
負
担
金
の
軽
減
に
つ
い
て

今
後
の
対
策
は
。

小
学
校
が
1
万
円
、
中
学
校
が

3
万
円
負
担
し
て
頂
い
て
い
る
。

今
後
の
事
は
教
育
長
、
村
長
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

原
野
や
工
場
跡
地
な
ど
を
購
入
し

分
譲
す
る
計
画
は
な
い
か
。

良
い
場
所
で
あ
れ
ば
内
容
を
検

討
し
て
購
入
す
る
方
向
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

村
内
に
新
築
す
る
場
合
の
補
助

金
は
。

住
宅
面
積
が
20
坪
以
上
で
建
築

構
造
具
材
と
し
て
1
坪
あ
た
り

0
・
5
㎥
以
上
国
産
材
を
使
っ

て
お
り
、
他
の
公
共
団
体
か
ら

移
転
の
補
償
を
受
け
て
い
な
い

等
の
場
合
１
０
０
万
円
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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県
道
相
良
人
吉
線
に
つ
い

て
、
田
代
橋
１
０
０
㍍
上
流
に
あ
っ
た
吊

り
橋
が
老
朽
化
の
た
め
架
け
替
え
計
画
を

さ
れ
、
現
状
の
状
況
で
は
無
理
と
い
う
事

で
、
県
道
相
良
人
吉
線
と
し
て
申
請
を
し
、

採
択
後
に
現
在
の
田
代
橋
が
完
成
。
そ
し

て
、
県
道
建
設
促
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ

要
望
活
動
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
全
線

の
状
況
と
村
内
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。相

良
は
、
小
柏
・
平
の
三
叉
路

ま
で
、
山
江
は
大
川
内
橋
ま
で
促
進
協
議

会
の
合
意
は
得
て
い
る
。
現
在
、
相
良
の

場
合
２
・
３
㎞
、
初
神
ま
で
５
０
０
㍍
が
出

来
て
い
る
。
初
神
集
落
の
ル
ー
プ
の
よ
う

な
場
所
の
用
地
交
渉
を
終
え
て
、
用
地
の

購
入
を
行
い
小
柏
の
下
ま
で
進
め
て
い
く

計
画
で
あ
る
。小

柏
中
尾
線
に
点
々
と
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
土
地
の
確

保
、
登
記
等
難
し
い
、
土
地
購
入
も
難
し

い
と
聞
く
。
村
と
し
て
登
記
、
土
地
の
買

収
関
係
に
つ
い
て
協
力
は
出
来
な
い
の
か
。

村
で
も
建
設
課
、
福
祉
課
（
戸

籍
等
）
で
協
議
す
る
よ
う
に
通
知
を
し
て

い
る
。
県
か
ら
来
ら
れ
た
時
に
は
規
則
の

許
す
範
囲
で
対
応
を
す
る
よ
う
に
頼
ん
で

い
る
。

災
害
発
生
時
、
避
難
路
の
確

保
に
も
繋
が
る
。
ま
た
、
大
規
模
規
格
林

道
の
建
設
計
画
の
話
も
あ
っ
た
中
で
県
の

事
業
と
い
う
だ
け
で
な
く
村
の
事
業
と
し

て
捉
え
て
協
力
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
県
の
計
画
の
中
で
路
線
決
定
が
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
路
線
の
図
面
、
青

写
真
を
持
っ
て
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

事
業
費
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
図
面
は
頂
い
て
い
る
の
で
、
必
要
で

あ
れ
ば
閲
覧
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

今
後
、
小
柏
か
ら
山
江
間
に

つ
い
て
要
望
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

相
良
は
、
小
柏
の
下
、
集
落
の

下
ま
で
を
、
向
こ
う
は
大
川
内
橋
ま
で
は
、

そ
こ
ま
で
は
全
力
で
や
っ
て
い
く
。
そ
れ

か
ら
先
は
路
線
が
決
定
し
て
い
な
い
の
で
、

基
幹
林
道
と
並
行
し
て
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。山

江
は
大
川
内
ま
で
、
相
良

に
つ
い
て
は
小
柏
中
尾
の
分
岐
点
ま
で
の

竣
工
、
完
成
の
年
度
は
分
ら
な
い
の
か
。

分
ら
な
い
が
、
県
の
事
業
な
の

で
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
陳
情
と
議
員
を
含
め

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
頂
け
れ
ば
1
年
で

も
早
く
実
現
す
る
と
思
う
。

髙岡　重盛 議員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

県
道
相
良
人
吉
線
は
。

県
の
事
業
な
の
で
、
議
員
と
共

に
陳
情
し
た
い
。

ＱＡ

田代橋 整備された県道相良人吉線
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球
磨
川
・
川
辺
川
の
合
流
点

の
堆
積
土
砂
に
つ
い
て
、
村
民
の
不
安
が

あ
る
。
村
長
は
6
月
議
会
に
お
い
て
虚
偽

の
答
弁
を
さ
れ
て
い
る
が
、
議
会
と
村
民

に
陳
謝
し
た
上
で
村
民
の
た
め
に
国
に
撤

去
の
要
望
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
元
住
民
が
国
交
省
に
何
か

言
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
村
に
知
ら
せ
て

く
れ
と
の
要
望
は
出
し
て
い
る
。「
私
の
ほ

う
も
文
章
等
は
、
そ
う
い
う
文
章
で
出
し

た
つ
も
り
で
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
的
に

は
係
の
ほ
う
が
出
し
た
の
を
再
度
、
議
会

の
後
に
確
認
し
ま
し
て
、
私
の
答
弁
と
少

し
違
っ
て
い
た
な
と
い
う
こ
と
で
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。」私

は
従
前
か
ら
ダ
ム
建
設
に

は
反
対
で
す
。
村
長
は
ダ
ム
促
進
協
議
会

に
復
帰
し
、
県
知
事
に
ダ
ム
建
設
の
要
望

を
す
る
な
ど
村
外
で
は
ダ
ム
促
進
の
明
確

な
言
動
が
あ
る
。
反
対
が
正
し
い
賛
成
が

間
違
い
と
か
の
議
論
で
は
な
く
、
建
設
予

定
地
の
ト
ッ
プ
と
し
て
他
の
首
長
と
同
じ

よ
う
に
、
村
民
に
村
づ
く
り
の
一
定
の
方

向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
こ
の
ダ
ム
に
つ
い
て
は
前
も

申
し
ま
し
た
と
お
り
、
管
理
者
で
あ
る
知

事
が
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
命
と
環
境

の
両
立
、
民
意
は
生
命
と
環
境
の
両
立
、

そ
れ
で
判
断
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。」
ダ
ム
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
な
い

中
で
、
私
が
賛
否
を
い
う
の
は
村
民
か
ら

批
判
を
受
け
る
。

令
和
2
年
職
員
採
用
試
験
の

規
則
改
正
に
つ
い
て
、
改
正
趣
旨
は
理
解

で
き
る
。
し
か
し
、
特
定
の
村
民
を
採
用

す
る
た
め
に
、
障
害
者
雇
用
枠
と
満
年
齢

50
歳
迄
と
い
う
高
い
年
齢
を
規
定
し
た
の

で
は
な
い
か
と
の
村
民
の
声
が
あ
る
。
村

民
の
疑
惑
が
か
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。障

害
者
雇
用
枠
が
な
か
っ
た

の
で
新
設
し
た
。
年
齢
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
や
知
識
を
活
か
せ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
50
歳
と
し
た
。

茶
湯
里
は
地
域
の
福
利
厚
生

施
設
と
し
て
相
良
村
民
を
始
め
と
し
て
地

域
の
人
た
ち
が
喜
ば
れ
る
施
設
。
し
か
し
、

現
支
配
人
に
な
っ
て
か
ら
コ
ロ
ナ
で
は
説

明
で
き
な
い
経
営
状
況
の
悪
化
、
接
客
態

度
も
悪
く
、
さ
ら
に
従
業
員
の
退
職
が
止

ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
社
長
で
あ
る
村
長
の

経
営
責
任
。
元
の
健
全
な
茶
湯
里
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
議
会
に
言
わ
れ
た
で
も
い

い
か
ら
、
村
長
の
人
気
回
復
の
た
め
に
も

支
配
人
の
処
遇
を
考
え
る
時
期
で
は
な
い

か
。（
こ
こ
で
は
基
本
、提
案
に
と
ど
め
る
）

文
化
財
の
指
定
が
な
い
厳
島

神
社
の
拝
殿
へ
の
公
金
支
出
、
公
金
支
出

を
す
る
た
め
の
山
本
神
社
の
鳥
居
の
文
化

財
指
定
後
の
公
金
支
出
は
、
憲
法
89
条
に

違
反
す
る
行
政
行
為
。
明
確
な
判
例
が
あ

る
。

違
憲
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
教

育
委
員
会
の
ほ
う
も
答
弁
し
て
い
る
し
、

議
会
の
ほ
う
も
予
算
を
認
め
て
い
る
。

感
染
拡
大
の
状
況
次
第
で
は

3
回
目
の
接
種
も
あ
り
う
る
。
6
月
議
会

で
も
言
っ
た
通
り
、
役
場
は
村
の
危
機
管

理
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
か
ら
、
来
庁
す
る
村

民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
も
村
長
は
じ
め

役
場
職
員
は
し
っ
か
り
と
速
や
か
に
接
種

を
す
べ
き
。
ま
た
、
大
学
・
専
門
学
校
へ

の
進
学
者
の
生
活
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
教
育
は
将
来
の

村
づ
く
り
国
づ
く
り
で
す
。
村
と
し
て
の

教
育
支
援
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。（
こ
こ
で

は
基
本
、
提
案
に
と
ど
め
る
）

※
こ
の
文
面
の
中
に
訂
正
を
求
め
た
箇
所

が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
人
の
申
し
出
に
よ

り
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
発
行
特
別
委
員
会
）　

德田　正臣 議員

德
田
議
員

德
田
議
員

德
田
議
員

德
田
議
員

德
田
議
員

德
田
議
員

村　

長

村　

長

村
民
の
声
か
ら
〜

球
磨
川
・
川
辺
川
の
合
流
点
の
堆
積

土
砂
に
つ
い
て
。

村
民
の
声
か
ら
〜

村
長
の
ダ
ム
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
民
の
声
か
ら
〜

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
。

宗
教
施
設
へ
の
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
〜

山
本
神
社
・
厳
島
神
社
の
件
。

村
民
の
声
か
ら
〜

茶
湯
里
の
経
営
に
つ
い
て
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

総
務
課
長

川辺川と球磨川の合流地点の土砂

村　

長
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【
広
報
発
行
特
別
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

坂
田　

朋
美

　

委　
　

員　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

重
道

　
　
　
　
　
　
　

小
善　

満
子

　

発
行
責
任
者　

黒
木　

正
照

被
災
者
の
皆
様
に
は
一
日
も
早
い

復
旧
復
興
を
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
村
に
お
い

て
も
被
災
者
の
早
急
の
生
活
再
建
、

農
地
の
復
旧
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
被
災
者
の
生
活
再
建
、
農
地
の

復
旧
復
興
に
一
生
懸
命
取
り
組
ま

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
所
で
す
。

ま
だ
ま
だ
時
間
は
掛
か
る
と
思
い

ま
す
。
被
災
者
の
皆
様
、
村
民
の

皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
気
候

の
変
化
も
大
き
く
体
調
に
は
充
分

注
意
さ
れ
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。広

報
発
行
特
別
委
員

村のできごと村のできごと

広報復興イベント（9月26日） 全員協議会　（株）さがら経営状況報告の説明など（９月３日）

南小学校運動会

彼岸花稲こぎ（四浦地区）

北小学校運動会


